	単位操作-110
	小規模工事の仕方
（フランジの締め方）
	作成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	 作業環境を確保し実施すること。
(1)(2)規定のボルト、ナット、ガスケット、塗布材を使用する。
(4)～(7) 工具等の落下外れ防止のため、必要に応じひもを取付ける。

(6)(7)パイプレンチ等代用工具を使用しない。
(7)
ア．呼び径25.4㎜以下のボルトをハンマーで叩き締めしない。
イ．トルク管理に応じたやといを用いてもよい。
ウ．全長70㎝までのやといを用いてもよい。ただし、呼び径25.4㎜以下のSS製ボルトには使用してはならない。
エ．内部流体が300℃以上、及び実績より必要な箇所はホットボルティングを行うこと。

(8) 締付状態の確認

ｱ．ボルトのネジ山がナットの上面より出ているか。

ｲ．フランジ面間が揃っているか

ｳ．ボルトにゆるみはないか。（トルクチェック又はハンマーテストで確認）

	
（５）  参考図


締付状態を確認する














漏洩、芯等機能に異常が無いことを確認する
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終了





開始





ガスケット、ボルトに塗布材を塗る





締付面の錆、傷の手入れを行う





ボルト穴を合せる





仮締め


ナットを手で締めた後、スパナ又はメガネで全数を軽く締める




































































ガスケットを取付け、�ボルトを差し込む
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ボルトのチェック（ネジ山の傷割れ等）�手入れ






















































































(7)





本締め


対角線上にナットを均一に、力は手前方向に引いて締付ける



























































